































A Study on Some Factors of Students’ Understandings of Curriculums 
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Abstract：The purpose of this study was to clarify what factors in students affect their 
understandings of curriculums in preschools. A stepwise multiple regression analysis and path 
analysis were performed with the exam score of curriculums in preschools as the dependent variable 
and students’ interest in preschool curriculums, number of absence day, study time for the final 
exam, hours of part-time job per week, types of entrance exam and jobs they’d like to take as 
independent variables. The result showed that the interest in this subject, absent days, study time, 
the types of entrance exam were relevant to the score of preschool curriculums. The interests in 
curriculums was the strongest factor, and this factor was also associated with the score through the 
absence days and the time for exam. This suggests that it is not effective that students are, although 
they are not interested, present at the class of the curriculums in preschools, and study the subject 
for the exam. The types of job that students want to start after their graduation did not affect the 
score but students’ interest in the curriculums. The kinds of entrance exam were slightly associated 
with the exam score in comparison with other significant variables. These findings indicate that 
proportional to students’ understandings of the curriculums in preschools is their interest in the 
subject.

























































































































前， 性別， 学年， 所属学科等の基本的な属性を質問し
た。






























































































































保育課程への 週当た りのア欠席日数 試験勉強時間ルハ令イト時間関心 （分） （時間）
平均値 6.0 0.9 90 0 12.1 
標準偽差 2.7 1.5 50 7 5.4 
景小値 1.0 0.0 0.0 0.0 
最大値 10.0 5.0 180.0 24.0 
入試区分 希望進路
一般入試 その他 幼保認定 その他
頻度 64 48 95 17 
(%) (571) (42 9) (84 8) (15 2) 
平均値 813 45 3 71.1 36.7 















































従届変数試験の得点 非標準化 (B) /3 ltl 下限
定数 29.275 9 440 23129 
保台課程への関心 3.935*** 401 *** 7 225 2 855 
欠席日数 も.235*** ・.298*** -6.850 -6_749 
試験勉強時間 154*** 293*** 5 221 096 
入試区分 （一般入試） 6 611* .123* 2 497 1363 
R' (調整済みR') .857 (.851) 
F(4, 107) 159 913*** 
餘かれた変数：週当たりのアルパイ ト時間、希望進路
除去基準： p > .05 




















































に対して， 保育課程への関心， 授業の欠席日数， 試験
勉強時間， 入試区分（一般入試による合格）が影響を
及ぼす要因であることが明らかとなった。
　保育課程への関心が最も試験の得点に影響を及ぼし
ていたが， 欠席日数， 試験勉強時間にも影響を及ぼし
ていた。このため， 保育課程に対する十分な関心をも
たないまま授業に出席し続けることや試験勉強をする
ことは必ずしも効果的ではないことが示唆された。学
生の希望する進路が保育所・幼稚園・認定子ども園か
否かは， 試験の得点に直接的な影響はないものの， 保
育課程への関心に影響を与えていた。一般入試による
入学か否かという入試区分も試験の得点に影響を与え
てはいたが， 他の変数と比べると大きなものではな
かった。以上から， 学生の保育課程に対する理解を高
めるためには， 学生が希望する進路を把握し， 保育課
程への関心を高めることが重要であることが明らかと
なった。
　本研究の今後の課題として， 首都圏の保育士養成課
程の大学に在籍する大学生を調査分析対象としたた
め， 研究結果の一般化には留意しなければならない。
地域横断的な調査や保育士養成課程をもつ短期大学や
専門学校との比較が必要となろう。
　また， 先行研究ではなされてこなかった保育士養成
課程の科目への学生の理解に与える要因について検討
してきたが， 本論で取り上げた学生の学習に関する要
因に加えて家庭的な要因， 教員の要因も含めた詳細な
分析が必要になろう。とりわけ学生の家庭的な要因に
ついては学生を取り巻く経済状況や家族関係の多様化
を鑑みれば， こうした要因が及ぼす影響も含めて分析
することが必要である。
　保育課程に対する学生の関心がその理解に与える影
響が大きいという結果をふまえれば， 学生の関心を高
めるような授業や教材の検討が必要になろう。これま
での保育課程や指導計画の作成方法や保育課程の理念
型を追究する研究をふまえて， どのような教授方法や
教材が学生の関心を高めるのかという研究が本研究の
次の課題となるであろう。
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